
令和３年度第１回佐倉市総合教育会議について 

 

 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から書面会議とした。資料を送付し、議事内容

について書面で意見を求めた。 

 

１．日 時  令和３年７月２１日（水）書面開催 

２．報告事項 

（１）令和２年度 教育大綱に基づく主要施策の実施状況について 

（２）令和３年度 教育大綱に基づく佐倉市の教育施策について 

（３）新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

（４）いじめ問題に関する取組状況について 

 

  

会議資料 

・構成員名簿   

・資料１    令和２年度 教育大綱に基づく佐倉市の教育施策《重点事業》 

・資料２    令和３年度 教育大綱に基づく佐倉市の教育施策 

・資料３    新型コロナウイルス感染症に係る対応について（学校教育） 

・資料３－２  新型コロナウイルス感染症に係る対応について（社会教育） 

・資料４    いじめ問題に関する取組状況について  

 

 

委員からの意見について 

 

（１）令和２年度 教育大綱に基づく主要施策の実施状況について 資料１ 

 

（委員意見） 

・新型コロナウイルス感染症の蔓延にともなって、これまで経験したことのない状況に

逢着する中で、計画変更を余儀なくされた事業も見受けられますが、全体としては堅

調にすすんでいると思います。 

・『基本方針２ No.9 特別支援教育の推進』について。 

 支援が必要な幼児児童生徒に対し、熟考の上実情に応じた適切な特別支援教育支援

員を配置している事が今後も高い評価に繋がる事と期待致します。 

  就学してからは勿論ですが、就学前の幼児を抱える保護者にとっては特に就学につ

いて、発達について、大変な不安と対峙して日々をお過ごしの事と思います。 

  支援の手、支援の心が救いとなり原動力となりますよう願います。 

  就学にあたっての支援については幼稚園のみならず、保育園も大きく係る事となり

ますので、この連携にあたり市長にもご協力をお願いしたいと思います。 



 
  

（２）令和３年度 教育大綱に基づく佐倉市の教育施策について 資料２ 

（委員意見） 

・事業が進み、所期の目標を達成できるよう見守っていきたいと思います。 

・『基本方針２ 教育環境の整備 １.学校施設整備の推進』について。 

特に、老朽化したトイレの改修工事につきましては清掃だけでは補えない、ハードの

部分に対応してくださる事で児童生徒にとっても日々学校で過ごす中で大変ありがた

い事と思います。 

  整備された環境に感謝しつつ、物を大切にする心を養い学校生活を送る事が出来る

よう、今後も予算等含め対応ご協力をお願い致します。 

 

（３）新型コロナウイルス感染症に係る対応について 資料３・３－２ 

（委員意見） 

・学校や関連施設等での大規模なクラスターの発生がないことは、日々、消毒換気等対

策を徹底してくださっている現場職員皆様、また、ルールをしっかりと守ってくださ

っている園児、児童、生徒、また市民の皆様のお陰であります。 

  変異株含め、まだまだ予断を許さぬ状況ですが今後も気を緩めることなく、感染拡

大防止にご協力をお願いしたいと思います。 

 

 

（４）いじめ問題に関する取組状況について 資料４ 

（委員意見） 

・いじめはあってはならない人権問題です。学校、保護者、地域が協力していじめのな

い学校づくりを進めていきたいと思います。 

・いじめ問題は｢しない・させない｣の周知が浸透してきているとは言え、残念ながらゼ

ロになっていない現状です。 

 対人関係を築く上で、ちょっとしたことが相手にどのような影響を与えてしまうか、

子どもだけでなく大人も常に考える必要があります。 

  ｢しない・させない｣を徹底すると同時に、『SOSの出し方教育』はいじめ問題だけで

はなく人生の様々な課題で役に立つ事と思いますので積極的に取り組んで頂きたいと

願います。皆がしっかりと意識を持って、コミュニケーションに消極的になる事なく、

いじめゼロを目指していきましょう。 

  尚、総合教育会議に向けてではなく教育委員会へのご意見となりますが｢いじめ問題

対策連絡協議会｣の書面開催につきましては、いじめ問題にはスピード性や多角的な意

見を求められる部分が多くあることを踏まえ書面開催ではなくオンライン開催を選択

肢に入れるなど、意見交換を円滑に取れる仕組みも検討してみてはいかがかと申し加

えさせて頂きます。 



【市長より】 

・コロナウイルスにかかってしまった生徒等、感染症が蔓延する今ならではの、特殊な

状況に置かれた児童生徒に対し、教育委員会全体として手厚いケアの実施を期待しま

す。 

・例年自殺の多い９月を迎えるにあたって、児童生徒一人ひとりの日ごろの様子に注視

し、臨機応変に対応していただきたい。 


